
　今回、予算審査特別委員会の設置に先立ち、
令和3年度の一般会計予算案について、3役(町
長・副町長・教育長)に対して、総括的な質疑
ができることとしました。議員本人の責任で
要約し、執筆した原稿を掲載します。総括質疑　５議員が登壇

町長に問う!

根
岸　

富
一
郎 

議
員

大
賀　

広
史 

議
員

石
井　

徹 

議
員

関
根　

清
隆 

議
員

日
坂　

和
久 

議
員

財
政
の
健
全
化
と
起
債
残
高

に
つ
い
て

問　

基
金
依
存
の
財
政
運
営

か
ら
の
脱
却
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

答　

近
年
、
基
金
を
取
り
崩

し
て
予
算
を
編
成
し
た
。
少

な
く
と
も
３
億
５
０
０
０
万

円
以
上
は
積
み
立
て
た
い
。

問　

お
金
が
な
い
中
で
、
住

民
要
望
を
ど
の
よ
う
に
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

財
政
健
全
化
集
中
改
革

方
針
に
基
づ
き
、
安
定
し
た

財
政
運
営
へ
の
転
換
を
図
る
。

企
業
誘
致
の
実
現
な
ど
に
も

取
り
組
む
。

問　

新
ご
み
焼
却
施
設
は
、

町
長
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味

が
あ
る
の
か
。

答　

生
活
上
、
必
要
な
施
設

だ
。
ま
た
、
今
宿
東
区
画
整

理
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
創

造
、
北
部
地
域
活
性
化
の
３

事
業
は
町
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
の
事
業
だ
。

予
算
案
に
つ
い
て

問　

よ
う
や
く
身
の
丈
に
合

っ
た
予
算
編
成
で
、
健
全
財

政
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

し
か
し
、
議
会
が
求
め
た
財

政
の
決
議
は
、
建
設
事
業
で

補
助
金
の
見
込
み
が
外
れ
て

も
、
修
正
や
見
直
し
を
行
わ

ず
、
起
債
の
上
積
み
に
頼
る

姿
勢
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ

り
、
公
共
事
業
を
行
う
な
と

い
う
事
で
は
な
い
。
今
年
１

年
は
先
送
り
、
棚
ざ
ら
し
に

し
て
も
、
課
題
解
決
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。
年
度
ご
と
の

財
源
措
置
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答　

北
部
地
域
活
性
化
事
業

の
今
後
は
、
道
路
整
備
事
業

な
ど
が
課
題
と
な
る
。
財
源

は
、
令
和
３
・
４
年
度
は
地

元
対
策
費
を
活
用
し
、
そ
れ

以
降
は
事
業
費
を
長
期
的
に

平
準
化
す
る
こ
と
で
、
地
方

債
発
行
を
抑
制
し
、
地
方
債

残
高
の
減
少
に
努
め
た
い
。

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア

問　

本
年
５
月
に
開
設
だ
が
、

具
体
的
な
活
用
の
検
討
が
こ

れ
か
ら
で
は
遅
く
な
い
か
。

答　

緊
急
事
態
制
限
中
で
、

進
ん
で
な
い
。
農
業
振
興
対

策
の
会
場
と
し
て
の
活
用
他

今
後
、
指
定
管
理
者
と
協
働

で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の

活
性
化
に
取
り
組
む
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問　

北
部
地
域
の
ハ
ー
ド
整

備
は
で
き
た
が
、
少
子
化
対

策
で
あ
る
子
育
て
支
援
住
宅

整
備
計
画
や
集
住
化
住
宅
基

本
整
備
計
画
は
。

答　

少
子
化
に
対
す
る
政
策

は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
人

口
減
少
対
策
と
併
せ
位
置
付

け
て
あ
る
。
し
か
し
、
質
問

の
計
画
は
必
要
と
考
え
る
が
、

財
政
面
か
ら
難
し
く
、
今
後

中
長
期
計
画
で
の
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
。

問　

令
和
３
年
度
の
北
部
活

性
化
事
業
は
何
か
、
新
設
施

設
の
有
効
利
用
は
。

答　

前
年
度
の
継
続
と
第
二

期
の
一
部
事
業
を
先
行
し
た

予
算
。
泉
井
交
流
体
験
エ
リ

ア
は
、
学
童
保
育
室
な
ど
に

活
か
し
、
施
設
は
指
定
管
理

者
の
提
案
の
実
現
を
進
め
る
。

問　

町
営
路
線
バ
ス
、
循
環

バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

に
対
す
る
予
算
措
置
の
考
え

は
。

答　

町
営
路
線
バ
ス
は
交
通

空
白
地
域
に
は
必
要
で
、
80

パ
ー
セ
ン
ト
は
国
の
補
助
金

が
あ
り
、
持
続
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

少
子
高
齢
化
対
策
・
空

き
家
対
策
は
。

答　

子
育
て
事
業
の
予
算
を

充
実
し
、
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
で

の
共
助
、Y

o
u
T
u
b
e

向
け

動
画
作
成
に
よ
る
空
き
家
対

策
な
ど
を
予
算
化
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
に

つ
い
て

問　

令
和
２
年
７
月
の
町
長

選
挙
公
約
か
ら
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
よ
り
使
い
や
す

く
す
る
目
的
の
予
算
が
組
ま

れ
て
い
る
。
陸
運
事
務
所
の

指
導
に
よ
る
「
経
路
追
加
」

の
手
法
を
用
い
れ
ば
町
外
運

行
も
不
可
能
で
は
な
い
。
早

期
の
運
行
実
現
を
求
め
る
が
、

運
行
実
施
の
目
標
時
期
は
い

つ
頃
と
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

答　

令
和
２
年
12
月
実
施
の

鳩
山
町
公
共
交
通
ニ
ー
ズ
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
交
通

事
業
者
と
調
整
の
う
え
、
令

和
３
年
度
中
、
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
実
現
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

問問

問 問

問

問問問

問

答

答

答 答

答

答答答

答 答
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デマンドタクシー（2号車）今後検討が始まる鳩山幼稚園

予算審査特別委員会を創設

議
長　

石
井
計
次

　

初
の
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
町
長
へ
の

総
括
質
疑
も
取
り
入
れ
、
議

員
間
討
議
で
は
、
多
く
の
課

題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
９

月
定
例
会
で
の
決
算
特
別
委

員
会
を
協
議
し
ま
す
。

　
「
町
民
目
線
」
の
、
よ
り

よ
い
町
づ
く
り
へ
向
け
て
、

議
会
は
今
、
動
い
て
い
ま
す
。

委
員
長　

大
賀
広
史

　

こ
の
度
は
、
議
会
や
執
行

部
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

特
別
委
員
会
の
委
員
長
の
大

役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
不
慣
れ
な
運
営
で

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
委
員
皆

様
の
熱
心
な
質
疑
と
、
委
員

長
報
告
や
附
帯
決
議
等
に

よ
っ
て
議
会
の
意
思
が
し
っ

か
り
と
示
せ
た
と
思
い
ま
す
。

一般会計予算に対する附帯決議

提出者：野田小百合
賛成者：日坂和久、関根清隆

１．  北部地域のハコモノについては、建て
て終わりとせずに、指定管理者と町民
とともに、地域活性化につなげること

２． デマンドタクシーの町外運行への取り
組みは評価できる。土日運行等の検討
も含め、町民の足確保に努められたい

３． 計画に示されていない、場当たり的な
予算計上と執行が見受けられる。事業
検討にあたっては、事前に総事業費・
期間等を議会に明示されたい

委員長報告から(抜粋)

１． 町道第56号線ほか整備工事は、当初計
画より7000万円も増額となっている。
町長に対し、担当課に事業総額を常に
認識させるよう、求める

２． 泉井ため池改修工事は、どの計画にも
ない事業だ。予算計上前に、実施計画
と事業費総額を示せ

３． アライグマ回収・処分の委託については、
被害状況や捕獲状況を的確に分析し、
創意工夫が出来るような業者選定を

４． 幼児教育の検討委員会の設置は2年間、
準備期間1年間などとしているが、検
討の名のもとに、園児減少を待つだけ
の棚ざらし期間とせぬこと

　昨年7月、議員有志勉強会で提案があり、議員全員協議会で承認を受け
て、プロジェクト委員会を組織し、執行部との調整や、議会事務局の尽
力で設置に至りました。
　オブザーバーである議長を除く、全議員が委員となり、ほぼ全員が質
疑を行いました。
　3月12日の委員長報告と、可決された附帯決議を要約してご紹介しま
す。
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医
療
分
の
均
等
割
額
を
３

０
０
０
円
引
下
げ
、
後
期
高

齢
者
支
援
分
は
１
０
０
０
円

引
上
げ
る
も
の
。

問　

地
方
消
費
税
交
付
金
の

減
額
理
由
は
。

答　

消
費
税
の
値
上
げ
で
伸

び
る
と
考
え
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
減
額
。

問　

公
共
施
設
等
の
指
定
管

理
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

影
響
は
。

答　

緊
急
事
態
宣
言
の
再
発

令
で
、
協
力
金
を
計
上
し
た
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
接
種
対

策
費
の
負
担
金
な
ど
が
、
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
。

答　

感
染
対
策
の
臨
時
交
付

金
は
、
財
源
振
替
を
し
て
い

る
分
が
あ
る
。

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

給
付
費
な
ど
増
額
だ
が
。

答　

こ
れ
は
町
外
の
保
育
園

等
に
給
付
す
る
も
の
だ
が
、

転
入
等
で
増
え
て
い
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
減
額
は
。

答　

学
習
支
援
員
等
も
含
め
、

予
定
し
た
人
数
が
配
置
で
き

な
か
っ
た
も
の
。

問　

農
業
用
た
め
池
耐
震
調

査
は
終
わ
っ
た
か
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
ど
う
し
た
か
。

答　

３
次
補
正
の
補
助
金
を

問　

泉
井
地
区
の
農
業
集
落

排
水
だ
が
、
活
性
化
が
進
む

上
で
、
16
年
前
で
は
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
許
容
量
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

現
在
、
７
２
０
人
、
81

パ
ー
セ
ン
ト
の
加
入
率
で
、

ま
だ
20
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
余

裕
が
あ
る
。
あ
る
程
度
、
逼

迫
し
た
状
況
に
な
っ
た
場
合

は
、
今
後
の
施
設
整
備
、
再

整
備
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

問　

基
金
を
い
く
ら
取
り
崩

す
の
か
。

答　

３
年
間
で
１
憶
５
８
０

０
万
円
を
取
り
崩
す
計
画
だ
。

ま
た
、
新
た
に
国
か
ら
調
整

交
付
金
が
１
憶
１
４
３
万
円

交
付
さ
れ
る
見
込
み
。

問　

保
険
料
を
い
く
ら
下
げ

る
の
か
。

答　

基
準
額
を
月
額
２
０
０

円
引
下
げ
、
３
８
０
０
円
に
。

問　

そ
の
よ
う
な
大
事
な
こ

と
を
介
護
保
険
運
営
委
員
会

で
審
議
を
行
わ
ず
、
書
類
返

送
の
み
の
採
択
で
安
易
に
求

め
た
こ
と
に
抗
議
す
る
。

答　

１
月
に
調
整
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
と
連
絡
が
あ
り
、

基
金
の
取
り
崩
し
と
も
合
わ

せ
て
検
討
し
、
減
額
す
る
と

し
た
も
の
で
、
委
員
会
が
書

面
会
議
の
開
催
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
十
分
な
説
明
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
お
詫
び
す
る
。

問　

老
朽
管
更
新
工
事
を
進

め
る
中
で
、
内
部
留
保
資
金

が
減
っ
て
い
る
。
水
道
料
金

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
記

録
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た

め
１
０
０
万
円
を
追
加
す
る

問　

個
人
の
予
防
接
種
情
報

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
管
理
す

る
と
い
う
こ
と
か
。

答　

町
の
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
を
改
修
し
て
、
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
等
の
予
防
接
種
情
報
も

紐
付
け
る
予
定
だ
。

問　

事
業
所
な
ど
「
業
務
継

続
計
画
の
策
定
」と
あ
る
が
。

答　

感
染
症
や
自
然
災
害
等

が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
安

定
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
継

続
で
き
る
よ
う
計
画
を
作
成

す
る
規
定
だ
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
改
正

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
９
号)

農
業
集
落
排
水
事
業

 

特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
10
号)

介
護
予
防
の
た
め
の
支
援

に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

コ
ロ
ナ
禍
で
忙
し
く
な
っ

て
も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
地
域
密
着
型
施
設
等

へ
、
国
や
地
方
自
治
体
は
何

も
関
わ
ら
ず
、
業
務
が
継
続

可
能
な
計
画
を
作
れ
と
い
う

も
の
で
、
利
用
料
が
引
上
が

る
心
配
が
あ
る
。�

（
根
岸
）

　

予
防
接
種
に
関
し
て
は
、

町
が
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
で

管
理
し
て
い
る
な
か
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
紐
付
け
る
と

い
う
の
は
、
問
題
が
あ
る
と

考
え
る
。�

(

野
田)

　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な

か
っ
た
事
業
費
を
町
の
貯
金

に
積
み
立
て
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
に
か
こ
つ
け
て
、町
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

を
懸
念
す
る
。�

（
大
賀
）

　

金
額
で
７
０
０
０
万
円
以

上
も
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
、
住
民

要
望
の
抑
制
に
な
る
。�（
根
岸
）

《
反
対
討
論
》

《
反
対
討
論
》

《
反
対
討
論
》

活
用
し
、
令
和
３
年
度
に
行

う
が
、
前
倒
し
で
耐
震
工
事

を
実
施
す
る
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
も
既
に
完
成
し
て
い

る
。

問　

今
後
、
工
事
等
が
予
定

さ
れ
る
か
。

答　

早
急
に
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
随
時
、
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

問　

泉
井
地
区
の
た
め
池
改

修
調
査
等
に
よ
る
確
定
額
は
、

公
表
と
い
う
段
階
か
。

答　

令
和
３
年
度
予
算
に
実

施
設
計
と
工
事
費
を
計
上
し

て
い
る
の
で
、
実
施
設
計
の

段
階
で
議
会
へ
説
明
す
る
。

問　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

委
託
料
の
追
加
は
な
に
か
。

答　

医
療
従
事
者
の
接
種
分
。

の
値
上
げ
は
あ
る
の
か
。

答　

経
営
成
績
を
勘
案
し
な

が
ら
、
準
備
は
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

問

問問

問 問

問

問問問 問

問

問

問問問問

答

答答

答

答

答答

答

答

答

答 答

答答答答
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人
間
は
ど
の
よ
う
な
思
想

や
考
え
方
を
持
と
う
と
個
人

の
自
由
だ
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の

方
を
否
定
す
る
必
要
は
な

い
。
特
別
に
優
遇
す
る
こ
と

は
不
要
だ
が
、
同
様
に
社
会

に
生
き
、
納
税
等
義
務
を
果

た
し
て
い
る
な
ら
、
権
利
を

得
て
当
然
だ
。
内
容
を
充
分

に
研
究
・
精
査
の
う
え
、
制

度
導
入
の
準
備
を
す
べ
き
で

あ
る
。�

（
日
坂
）

　

男
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、

一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
働
く

の
が
当
た
り
前
、
女
性
に
つ

い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
で
は
な

く
、
家
庭
に
入
る
の
が
当
た

り
前
と
い
う
考
え
方
が
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
人

権
を
制
約
す
る
も
の
で
あ

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、

日
本
で
言
え
ば
、
男
女
差
別

を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
。

�
(

根
岸)

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
認

証
制
度
で
温
か
く
見
守
り
、

認
め
て
あ
げ
る
の
は
当
然

だ
。

　

一
方
、
人
間
と
し
て
命
を

継
承
で
き
る
よ
う
、
社
会
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

だ
が
、
現
状
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

等
の
方
が
増
加
し
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
て
い
る
。
阻
害

さ
れ
て
い
る
方
々
を
守
る

取
り
組
み
に
は
賛
成
す
る
。

�
(

森)

　

こ
の
請
願
は
、
県
内
で
30

番
目
の
採
択
、
町
自
治
体
で

は
５
番
目
で
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
は
、
２
０
１
５
年
に
渋

谷
区
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
１
０
０
自
治
体
に
広

が
り
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
内
で
は
川
越
市
、

坂
戸
市
、
三
芳
町
な
ど
12
自

治
体
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
４
月
１
日
現
在
）

《
賛
成
討
論
》

　

埼
玉
県
町
村
議
会
議
長

会
の
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

町
議
会
議
員
と
し
て
12
年

以
上
在
職
の
、
松
浪
健
一

郎
議
員
、
森
利
夫
議
員
、

小
鷹
房
義
議
員
、
日
坂
和

久
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

議
員
控
室
に
て
伝
達
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

証
明
書
を
交
付
し
て
い
る
自

治
体
の
例

請願要旨
１�．鳩山町で、同性同士で生活する者
も含め家族として扱う「パートナー
シップの認証制度」を早期に創設し、
その存在を公に認めることで、性的
少数者にとっても住みやすい、魅力
あるまちづくりをしてください。
２�．鳩山町の教育、福祉、医療、就業、
その他の行政活動において、性自認、
性的指向による差別を許さないため
の諸施策を講じてください。

理由
　�　同性等のカップルは、お互いを人
生の伴侶として、精神面を含めて生
計を共に支え合うパートナーとして
一緒に暮らしていても、現在の制度
上は「同居人」や「友人」と認識さ
れ、親族として扱われていません。
　�　入院時の集中治療室への入室や同
意書の記入などが認められていない
こと等が喫緊の課題として挙げられ
ます。
　�　家族を形成し、社会から承認を得
ることは人としての根源的な欲求で、
重要な人権課題です。誰もが自分ら
しく生きられる鳩山町を実現するた
めに、1日も早く取組みを進めてい
ただくことを切望しています。

全
会
一
致
で
採
択

「
鳩
山
町
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
認
証
制
度
お
よ
び

 
性
的
少
数
者
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
取
組
み
に
関
す
る
請
願
」
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